










































































































古典 Black Nationalism in America（Bracey, Meier, Rudwick 1970）によ
れば、ブラック・ナショナリズムは以下のような側面に黒人の独自性と有

































































































Ｅ・ウドムの Black Nationalism: A Search for an Identity in America
（1962）、Ｔ・ドレイパーの The Rediscovery of Black Nationalism（1970）、
Ｊ・ブレイシー、Ａ・メイヤー、Ｅ・ラドウィックの Black Nationalism
in America（1972）、Ｒ・カーライルの The Roots of Black Nationalism
（1975）、Ａ・ピンクニーの Red, Black, Green（1976）、Ｗ・モーゼスの
The Golden Age of Black Nationalism, 1850-1925（1978）などが挙げられ
る。近年の著作としては、Ｄ・ロビンソンの Black Nationalism in Ameri-
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を知るうえで特に役立つのが、すでに紹介したブレイシー、メイヤー、ラ





















































































































































に加わっていった。例えばピンクニーは、Red, Black, and Green: Black
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注
 ネーションを一種の概念的共同体カテゴリーであると考えている論者に、Ｒ・ブ
ルベイカー、Ｓ・ホール、Ｃ・カルホーンらがいる（Brubaker 1996: 16; Hall











議論を踏襲している（Kohn 1944; Greenfeld 1992; Kedourie 1960）。
 ナショナリズムを一種の言説として扱う論者に、Ｂ・アンダーソン、Ｈ・バーバ、
Ｓ・ホール、Ｍ・ビリッグ、Ｃ・カルホーン、Ｕ・オズキリムリらがいる
















Awakening in Capitalist America: An Analytic History, NY: Doubleday; Boggs,
James.（1970）Racism and the Class Struggle, NY: Monthly Review Press;
Mkalimoto, Ernie.（1970）Revolutionary Nationalism and the Class Struggle,
Detroit: Black Star Publishers; Blauner, Robert（1969）“Internal Colonialism and
Ghetto Revolt”, Social Problems, 16: 193-408. SNCCのリーダー、ストークリー・
カーマイケルとチャールズ・ハミルトンも Black Power: The Politics of
Liberation in America, NY: Vintage Books（1967）の中でマルクス主義的解釈を
していた。
0 例えば、Bush, Rod.（2000）We Are Not What We Seem: Black Nationalism and
Class Struggle in the American Century, NY: New York University Press.













クルーズの Rebellion or Revolution?（1968）とＲ・アレンの Black Awakening
in Capitalist America（1969）を挙げている。興味深いことに、アメリカにおけ
る黒人と白人を本質的に被植民者と植民者の関係として捉え、最も早くから国内
植民地論を唱えていた論者として「ブラック・ナショナリズムの父」として知ら
れているマーティン・ディレイニの名を挙げている。ピンクニーはその根拠とし
て、ディレイニがアメリカの黒人をロシアのポーランド人、オーストリアのハン
ガリー人、イギリスにおけるアイルランド人、ウェールズ人、スコットランド人
と比較し、アメリカの黒人は「ネーションの中のネーションである」（ピンクニ
ーはいずれも国内植民地として捉えている）と述べていることを挙げている
（Pinkney 1976: 1-2）。
12 後で詳しく述べるが、筆者はブラック・ナショナリズムの源として、モーゼスが
一蹴するこの「ヨーロッパ発祥の近代イデオロギーの影響」を重視する。
13 筆者は、ブラック・ナショナリズムが「アドホックなもの」「19世紀と20世紀に
断絶があるもの」だとは考えない。根底には西欧イデオロギーの伝統があり、そ
の延長線上にあるものだと考える。
14 ドレイパーによれば、1787年にフィラデルフィアで設立された自由アフリカ協会
は、アメリカの黒人によって、アメリカの黒人のために設立された最初の組織で
あった（Draper 1970: 14）。アフリカン・メソディスト教会は、白人の教会で差
別を受けて不満を抱えていた自由黒人たちが、黒人だけの教会をつくろうとする
動きの中で、アングロ・アメリカン・メソディスト教会のフランシス・アスバリ
ー監督（白人の bishop）の指導によって、リチャード・アレンが1794年に設立
したものである。リチャード・アレンは、1816年に黒人として初めて、アフリカ
ン・メソディスト教会の監督となり、白人のメソディスト教会から完全に独立し
たかたちで発展することとなった（Jaynes 2005: 28-29）。
15 既にみたように、モーゼスは19世紀のブラック・ナショナリズムを「エリートの
運動」として捉えている。この点は、テイラーの見方と異なる。
アメリカにおける「ブラック・ナショナリズム」の源 129
─ 129 ─
